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オートデスク製品の導入への利用を検討している方向け

オートデスク株式会社
日本地域営業統括技術営業本部

建築 ･ 推進事業の概要



昨年の 加速化事業からの変更点は４つ

 ①LCA実施の支援を新設

o 500万円の定額補助（詳細は検討中）

 ②BIM活用推進計画の策定

o 3年間のBIM導入計画を登録+報告義務

 ③対象プロジェクトの要件緩和

o 公共的通路等の要件廃止

o 土砂災害警戒区域外を住宅のみに

 ④補助対象拡大･補助率の引き下げ

o モデラー費に導入初期のBIMモデル作成等追加

o 補助率：BIM費用の1/2に

出典：建築GX･DX推進事業について P.4

https://www.mlit.go.jp/jutakukentiku/build/content/001860391.pdf


建築BIM加速化事業の後継

建築 ･ 推進事業

出典：建築GX･DX推進事業について P.1

 推進事業概要

o 内容

• 設計費・施工費の補助

• LCA実施の補助NEW

o 今年度予算

• 5億円（令和６年補正予算）

• 65億円（令和7年当初予算案）

o 対象

• プロジェクト毎に申請

• 代表事業者＋協力事業者（複数可）

• 2社以上での申請

• BIM活用推進計画の策定が必要NEW

変更点①

変更点②

https://www.mlit.go.jp/jutakukentiku/build/content/001860391.pdf


BIM活用推進計画と進捗状況の報告

活用事業者登録制度

出典：建築GX･DX推進事業について P.10

 元請事業者

o 導入初期のBIMモデル作成申請なし
 ⇒BIM導入済を想定

• 前年度までのBIM取組状況を登録

• ３年後のBIM活用方針の目標を登録

• 案件割合･活用人数割合･活用フェーズ

o 導入初期のBIMモデル作成申請あり
 ⇒BIM未導入を想定

• 前年度までのBIM取組状況を登録

• ３年間のBIM活用方針+工程計画の目標を登録

• 環境整備について

 下請事業者

o BIM未導入を想定

• 前年度までのBIM取組状況を登録

• 2，3年目に活用方針，3年目に工程計画

変更点②

https://www.mlit.go.jp/jutakukentiku/build/content/001860391.pdf


対象プロジェクトの要件が緩和

 大規模プロジェクト

o 敷地に接する道路の中心線以内の地区面積が1,000m2以上であること

o 延べ面積が1,000m2以上であること

o 地階を除く階数が３以上であること

 すべてのプロジェクト

o 耐火建築物等又は準耐火建築物等であること

o 建築物エネルギー消費性能基準に適合すること

o （廃止）公共的通路等を整備すること

• 建築協定、地区計画、景観条例、屋外広告物条例、バリアフリー条例等、デザインコードへの適合

• 公開空地、屋内空間の災害時一時滞在先、避難先に登録、公共的駐車場と一体的に整備…

o （住宅のみ）土砂災害特別警戒区域外に存すること

対象となるプロジェクトの要件

o 昨年度追加要件

• BIM活用による
業務の効率化または高度化

新築のみ

改修もOK

変更点③

変更点③

出典：令和6年度補正建築GX･DX推進事業募集要領（案） P.8, PP.21-27

https://www.mlit.go.jp/jutakukentiku/build/content/001860392.pdf


https://gx-dx.jp/

対象プロジェクトの確認等の質疑は実施支援室へ

出典：建築GX･DX推進事業実施支援室

https://gx-dx.jp/
https://gx-dx.jp/


補助率は1/2に変更

 （１）BIMソフトウェア利用費：Revit･AECCライセンス費用

 （２）BIMソフトウェア関連費（PCリース料、ARゴーグルリース料等）

 （３）CDE環境構築費、利用費：Docs･ABCPro･Buildライセンス費用

 （４）BIMコーディネーターの人件費

 （５）BIMマネジャーの人件費

 （６）BIM講習の実施費用

 （７）BIMモデラーの人件費

o （導入初期の，BIMの高度な活用を図るための，維持管理）BIMモデル作成に係るBIMモデラー費用NEW

 （８）LCA算定に要する費用NEW

補助対象経費

出典：令和6年度補正建築GX･DX推進事業募集要領（案） P.9

変更点④

変更点④

変更点①

※プロジェクトごとの上限金額変更なし

https://www.mlit.go.jp/jutakukentiku/build/content/001860392.pdf


オートデスクの対象製品

 単体製品

o Revit / Revit LT（BIMオーサリングツール）

o Navisworks Manage / Simulate（統合ツール）

o ReCap Pro（点群ツール）

o Point Layout

o CFD（流体解析ツール）

 パッケージ製品

o AEC Collection（Revit, Navisworks, Docs）

o AutoCAD Revit LT Suite（Revit LT）

 クラウド製品

o Docs / BIM 360 Docs（クラウド共通データ環境）

o BIM Collaborate / Pro / BIM 360 Design（+設計向け機能）

o Takeoff / Assemble（+積算向け機能）

o Build（+施工向け機能）

対象外の製品

 土木向け製品

o Civil 3D

o InfraWorks

 製造向け製品

o Inventor Professional

o PD&M Collection

 CAD製品

o AutoCAD

 ビジュアライズ製品

o 3ds Max

出典：補助対象ソフトウェア（2024/12/25更新）

https://r5-6bim-shien.jp/wp-content/uploads/2024/12/R5-6_bim_soft_241225.xlsx


 1年契約で補助対象期間を超える場合

o 全額補助対象⇒1/2補助（税抜価格）

o 1年：    約 50.4万円

o 1年：    約 14.4万円

o 合計：   約 64.8万円

o 1/2補助：   約 32.4万円

• 10人でプロジェクト実施

• →約324万円の補助

ケーススタディ
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代表事業者登録

登録通知

交付申請

交付決定通知

完了実績報告

入金

R7.6完了

プロジェクト期間

開始済

R7.9契約

オートデスクライセンス
契約期間（1年）

R8.9終了

補助対象期間



令和６年度内は令和6年補正予算分が先行

今後のスケジュール①

 代表事業者登録

o 2025/2/?～2025/3/31（補正予算分）
実施支援室開設次第開始予定

 交付申請

o 2024/2/?～2025/3/31（補正予算分）

 BIM活用事業者登録

o 2025/4/?～秋頃予定
特設ページ開設次第

o 補正予算分のみ交付申請後

 完了実績報告

o 2025/夏頃～2026/2/28
出典：建築GX･DX推進事業について P.12

変更点②

https://www.mlit.go.jp/jutakukentiku/build/content/001860391.pdf


令和7年当初予算案分は4月以降開始

今後のスケジュール②

 代表事業者登録

o 2025/4/1～（当初予算案分）

 BIM活用事業者登録

o 2025/4/?～秋頃予定
特設ページ開設次第

o 交付申請の前に登録が必要

 交付申請

o 2025/4/?～（当初予算案分）

 完了実績報告

o 2025/夏頃～2026/2/28

出典：建築GX･DX推進事業について P.12

変更点②

https://www.mlit.go.jp/jutakukentiku/build/content/001860391.pdf
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